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沖縄県商工会連合会 会報誌

ご
当
地

市町村商工会に「円安による相談窓口」を設置
　円安傾向が続く中、沖縄県商工会連合会では、去った９月４日付けで、
市町村商工会に「円安による相談窓口」を設置し、地域の中小小規模企業
の円安による経営相談に随時対応できる体制をとりました。
　これは、円安により原油・原材料の価格高騰による中小小規模企業の経
営悪化が懸念され、全国に先駆けて設置したもので、各企業へは、気軽に
相談をされるよう呼びかけています。（相談無料・秘密厳守致します）

九州ブロック経営支援事例発表大会九州ブロック経営支援事例発表大会

“最優秀賞”受賞“最優秀賞”受賞
テーマ「経営支援業務について」テーマ「経営支援業務について」

感想抱負
　多くの方々から激
励、応援頂き、九州大
会では大変心強く発表
することができまし
た。誠にありがとうご
ざいました。　沖縄県
の職員が日常的に行っている商工会業務が、九
州の皆様に評価されたことを大変うれしく思う
と同時に、会員の皆様に「より満足のいく商工
会サポート」を提供できるよう、改めて気が引
き締まった瞬間でした。
　全国大会では、少しでも会場の方々の心に残
る発表になるよう頑張ります。皆様応援宜しく
お願い致します。

商工会は

行 き ま す。

聞 き ま す。

提案します。

　商工会の運営を支え、事業活動の推進力になるの
は会員の皆さまです。また、地域の発展、地域商工
業の活性化等、充実した事業を展開していくためにも
組織の拡充強化が必要不可欠です。
　会員の皆さまのお知り合いの方で、まだ、商工会
に加入されていない事業所の方がいらっしゃいました
ら、ぜひ、お近くの市町村商工会へご紹介下さい。「地
域経済に新たな活気を！」

c o n t e n t s

02

03
04

●沖縄県商工会連合会設立40周年記念事業
「地域活性化サミット」を開催!!
●青年部だより・女性部だより
●あれから40年＝沖縄県商工会連合会＝

05

06
07

●金武町タコライス
　特産品コンテスト
●経営革新物語
●消費税対策はどうするべき？

ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合

!!

産業まつり同時開催
（第2会場芝生広場横駐車場）

円安による影響対策相談窓口

商工会へＧо！
円安による経営の相談は

商工会は行きます　聞きます　提案します

相談無料
秘密厳守

商工会のプライバシーポリシー

豊見城市商工会　補助員　島仲久美子

     平成 25年度 九州商工会職員合同研修会が開催されました。



九
州
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

女
性
部
交
流
研
修
会

県
代
表
　
優
秀
賞
　

北
中
城
村
商
工
会
女
性
部
　

　
　
　
　
　
　
　喜
屋
武
文
子
さ
ん

女
性
部
だ
よ
り

第
37
回 

若
い
経
営
者
の

            

主
張
発
表
県
大
会

第
38
回 

商
工
会
青
年
部

         

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

青
年
部
だ
よ
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沖 縄 県 商 工 会 連 合 会 設 立４０周 年 記 念 事 業

「地域活性化サミット」を開催！！
～行政・商工会の両輪で地域活性化～

【
7
月
9
日
㈫
〜
10
日
㈬
】

主
催
／
沖
縄
県
商
工
会
連
合
会
・

　
　
　沖
縄
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

後
援
／
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
・

　
　
　沖
縄
県

主
催
／
沖
縄
県
商
工
会
連
合
会
・

沖
縄
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
）

　
沖
縄
県
商
工
会
連
合
会（
照
屋

義
実 

会
長
）は
、
去
る
８
月
28
日

（
水
）宜
野
湾
市
の
ラ
グ
ナ
ガ
ー

デ
ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
商
工

会
連
合
会
設
立
40
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て「
地
域
活
性
化

サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催
し
、
県
内
34

市
町
村
か
ら
首
長
、
議
会
議
長
、

行
政
担
当
者
、
商
工
会
会
長
、

事
務
局
長
な
ど
1
2
0
名
余
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
先
ず
、
沖
縄
県
商
工
会
連
合

会
川
満
光
行
専
務
理
事
よ
り「
商

工
会
の
現
状
」の
説
明
が
あ
り
、

続
い
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
沖
縄
国
際
大
学 

学
長
の
大
城

　
保
先
生
は
、
地

域
社
会
の
中
で
、

市
町
村
行
政
と
企

業
・
個
人
・
商
工

会
に
そ
れ
ぞ
れ
の

シ
ス
テ
ム
構
築
と

協
働
の
バ
ラ
ン
ス

が
重
要
で
あ
る
と

強
調
し
、
特
に

「
公
」と「
共
」の
両

輪
の
取
り
組
み
が

地
域
発
展
を
促
す

と
講
話
を
行
い
ま

し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

地
域
振
興
事
業
に

関
す
る
連
携
好
事

例
と
し
て
、
行
政

側
か
ら
恩
納
村
の
志
喜
屋
文
康

村
長
、
読
谷
村
の
石
嶺
傳
實
村

長
、
南
城
市
の
古
謝
景
春
市
長

が
、
ま
た
商
工
会
側
か
ら
名
護

市
商
工
会
の
金
城
哲
成
会
長
、

嘉
手
納
町
商
工
会
の
渡
口
彦
則

会
長
、
石
垣
市
商
工
会
の
我
喜

屋
　
隆
会
長
か
ら
特
産
品
の
開

発
や
観
光
関
係
、
プ
ロ
野
球
の

誘
致
に
よ
る
経
済
効
果
な
ど
行

政
と
商
工
会
の
協
働
連
携
に
よ

る
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
与
那
原
町
、
竹
富
町
、

久
米
島
町
か
ら
地
域
の
特
性
に

合
っ
た
地
域
振
興
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
行
政
・
商
工
会

双
方
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
照
屋
会
長
は
、
今
回
の
サ

ミ
ッ
ト
を
機
に「
地
域
発
展
に
ど

の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
、
行

政
や
地
域
と
の
連
携
を
一
層
強

化
し
て
い
き
た
い
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

第 37回
若い経営者の主張発表県大会

県知事賞
宮  國　恵  将

（宜野湾市商工会青年部）

沖縄国際大学学長　大城保（中央）

南城市長
古謝　景春

読谷村長
石嶺　傅實

恩納村長
志喜屋　文康

　
9
月
21
日
（
土
）
午
後
4
時
か
ら
、
や
ん
ば

る
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
「
国
頭
村
民
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
」
に
て
、
第
37
回
若
い
経
営
者
の
主

張
発
表
県
大
会
が
、
約
1
5
0
名
の
青
年
部
員

の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
張
発
表
大
会
で
は
、
各
支
部
の
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
、
青
年
部
へ
の
熱
い
思
い
を
も
っ
た

４
名
の
青
年
部
員
が
、
日
頃
の
青
年
部
活
動
か

ら
得
ら
れ
た
成
果
や
意
見
、
こ
れ
か
ら
の
展
望

な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
誰
が
最
優
秀
賞
に
輝
い
て
も
お
か
し
く
な
い

発
表
の
中
、「
青
年
部
活
動
に
参
加
し
て 

〜
打

つ
手
は
無
限
〜 

」
を
テ
ー
マ
に
熱
弁
を
ふ
る
っ

た
、
中
部
支
部
代
表
　
宜
野
湾
市
商
工
会
青
年

部
　
宮
國
恵
将
（
み
や
ぐ
に 

け
い
し
ょ
う

）
君
が
、
見
事
、
県
知

事
賞
（
最
優
秀
賞
）
を
受
賞
し
、
九
州
大
会
へ

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
九
州
大
会
で
は
、
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
一
丸
と
な
っ

て
応
援
す
る
こ
と
を
本
大
会
で
誓
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
支
部
代
表
の
発
表
者
の
皆
様
も
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
講
演
会
で
は
、
山
川
安
雄
氏
に
よ

る
「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
村
興
し
」
を
テ
ー

マ
に
、
青
年
部
員
に
勇
気
と
元
気
を
与
え
て
く

れ
る
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
国
頭
村
商
工
会
の
皆
様
の
お

も
て
な
し
の
も
と
、
郷
土
料
理
や
芸
能
を
堪
能

で
き
る
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
会
に
ご
尽
力
頂
い
た
皆
様
、
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
9
月
22
日
（
日
）
午
前
8
時
か
ら
、
硬
式
公

認
野
球
開
催
可
能
な
基
準
で
、
プ
ロ
野
球
の
合

宿
も
行
わ
れ
て
い
る
本
格
的
な
「
く
に
が
み
球

場
」
に
て
、
第
38

回
商
工
会
青
年
部

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

本
大
会
は
、
商
工

会
青
年
部
の
団
結

と
融
和
を
増
進
し
、

健
全
な
心
身
の
涵

養
と
、
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
商
工

会
青
年
部
の
福
利

増
進
と
親
睦
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
各
支
部
大
会
を
上
位
で
勝

ち
抜
い
て
き
た
合
計
７
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
、「
う

る
ま
市
商
工
会
青
年
部
」
チ
ー
ム
と
「
名
護
市

商
工
会
青
年
部
」
チ
ー
ム
が
決
勝
戦
に
進
み
ま

し
た
。

決
勝
戦
は
、
名
護
市
商
工
会
青
年
部
が
相
手
打

線
に
捕
ま
り
、
９
対
２
で
、
う
る
ま
市
商
工
会

青
年
部
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
ウ
グ
イ
ス
嬢
の
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
大
会
を

大
い
に
盛
り
上
げ
、
大
会
の
成
績
以
上
に
部
員

同
士
の
親
睦
を
深
め
る
事
が
で
き
、
青
年
部
組

織
の
結
束
力
を
強
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
に
ご
尽
力
頂
い
た
皆
様
、
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
九
州
各
県
よ
り
1
、
1
0
0
人
（
う
ち
沖
縄

県
38
人
）
を
超
え
る
女
性
部
員
の
参
加
者
の
も
と
、

大
分
市
i
i
c
h
i
k
o
グ
ラ
ン
シ
ア
タ
と
大

分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
張
発
表
大
会
で
は
北

中
城
村
商
工
会
女
性
部
の
喜
屋
武
文
子
さ
ん
が

『
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
』
を

テ
ー
マ
に
、
県
代
表
と
し
て
堂
々
と
発
表
し
、

女
性
ら
し
さ
と
発
展
性
の
あ
る
活
動
内
容
の
主

張
を
繰
り
広
げ
、
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
2
日
目
の
研
修
会
で
は
『
心
の
力
が
す
べ
て

を
変
え
る
〜
創
業
の
秘
話
〜
』
を
テ
ー
マ
に
㈱

大
分
か
ら
あ
げ 

代
表
取
締
役 
川
邉
哲
也 

氏
と

『
伝
統
文
化
か
ら
学
ん
だ
こ
と
』
を
テ
ー
マ
に
㈱

筑
紫
亭 

代
表
取

締
役
社
長 

土
生

か
お
る 

氏
の
苦

労
し
た
体
験
談
を

交
え
た
講
演
が
あ

り
、
お
二
人
の
成

功
ス
ト
ー
リ
ー
に

参
加
者
は
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

03 02●商工会青年部・女性部　新人部員募集中
事業家として自らを見つめ直し、部員としての誇りと自信を持って、地域に根ざした活動の展開で更に事業所の発展を目指しませんか！

●商工会会員募集中　商工会は行きます。聞きます。提案します。
会員皆様のお知り合いの方で、まだ、商工会に加入されていない事業所の方がいらっしゃいましたら、ぜひお近くの市町村商工会へご紹介ください。
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嶺
傳
實
村

長
、
南
城
市
の
古
謝
景
春
市
長

が
、
ま
た
商
工
会
側
か
ら
名
護

市
商
工
会
の
金
城
哲
成
会
長
、

嘉
手
納
町
商
工
会
の
渡
口
彦
則

会
長
、
石
垣
市
商
工
会
の
我
喜

屋
　
隆
会
長
か
ら
特
産
品
の
開

発
や
観
光
関
係
、
プ
ロ
野
球
の

誘
致
に
よ
る
経
済
効
果
な
ど
行

政
と
商
工
会
の
協
働
連
携
に
よ

る
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
与
那
原
町
、
竹
富
町
、

久
米
島
町
か
ら
地
域
の
特
性
に

合
っ
た
地
域
振
興
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
行
政
・
商
工
会

双
方
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
照
屋
会
長
は
、
今
回
の
サ

ミ
ッ
ト
を
機
に「
地
域
発
展
に
ど

の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
、
行

政
や
地
域
と
の
連
携
を
一
層
強

化
し
て
い
き
た
い
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

第 37回
若い経営者の主張発表県大会

県知事賞
宮  國　恵  将

（宜野湾市商工会青年部）

沖縄国際大学学長　大城保（中央）

南城市長
古謝　景春

読谷村長
石嶺　傅實

恩納村長
志喜屋　文康

　
9
月
21
日
（
土
）
午
後
4
時
か
ら
、
や
ん
ば

る
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
「
国
頭
村
民
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
」
に
て
、
第
37
回
若
い
経
営
者
の
主

張
発
表
県
大
会
が
、
約
1
5
0
名
の
青
年
部
員

の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
張
発
表
大
会
で
は
、
各
支
部
の
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
、
青
年
部
へ
の
熱
い
思
い
を
も
っ
た

４
名
の
青
年
部
員
が
、
日
頃
の
青
年
部
活
動
か

ら
得
ら
れ
た
成
果
や
意
見
、
こ
れ
か
ら
の
展
望

な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
誰
が
最
優
秀
賞
に
輝
い
て
も
お
か
し
く
な
い

発
表
の
中
、「
青
年
部
活
動
に
参
加
し
て 

〜
打

つ
手
は
無
限
〜 

」
を
テ
ー
マ
に
熱
弁
を
ふ
る
っ

た
、
中
部
支
部
代
表
　
宜
野
湾
市
商
工
会
青
年

部
　
宮
國
恵
将
（
み
や
ぐ
に 

け
い
し
ょ
う

）
君
が
、
見
事
、
県
知

事
賞
（
最
優
秀
賞
）
を
受
賞
し
、
九
州
大
会
へ

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
九
州
大
会
で
は
、
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
一
丸
と
な
っ

て
応
援
す
る
こ
と
を
本
大
会
で
誓
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
支
部
代
表
の
発
表
者
の
皆
様
も
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
講
演
会
で
は
、
山
川
安
雄
氏
に
よ

る
「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
村
興
し
」
を
テ
ー

マ
に
、
青
年
部
員
に
勇
気
と
元
気
を
与
え
て
く

れ
る
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
国
頭
村
商
工
会
の
皆
様
の
お

も
て
な
し
の
も
と
、
郷
土
料
理
や
芸
能
を
堪
能

で
き
る
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
会
に
ご
尽
力
頂
い
た
皆
様
、
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
9
月
22
日
（
日
）
午
前
8
時
か
ら
、
硬
式
公

認
野
球
開
催
可
能
な
基
準
で
、
プ
ロ
野
球
の
合

宿
も
行
わ
れ
て
い
る
本
格
的
な
「
く
に
が
み
球

場
」
に
て
、
第
38

回
商
工
会
青
年
部

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

本
大
会
は
、
商
工

会
青
年
部
の
団
結

と
融
和
を
増
進
し
、

健
全
な
心
身
の
涵

養
と
、
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
商
工

会
青
年
部
の
福
利

増
進
と
親
睦
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
各
支
部
大
会
を
上
位
で
勝

ち
抜
い
て
き
た
合
計
７
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
、「
う

る
ま
市
商
工
会
青
年
部
」
チ
ー
ム
と
「
名
護
市

商
工
会
青
年
部
」
チ
ー
ム
が
決
勝
戦
に
進
み
ま

し
た
。

決
勝
戦
は
、
名
護
市
商
工
会
青
年
部
が
相
手
打

線
に
捕
ま
り
、
９
対
２
で
、
う
る
ま
市
商
工
会

青
年
部
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
ウ
グ
イ
ス
嬢
の
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
大
会
を

大
い
に
盛
り
上
げ
、
大
会
の
成
績
以
上
に
部
員

同
士
の
親
睦
を
深
め
る
事
が
で
き
、
青
年
部
組

織
の
結
束
力
を
強
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
に
ご
尽
力
頂
い
た
皆
様
、
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
九
州
各
県
よ
り
1
、
1
0
0
人
（
う
ち
沖
縄

県
38
人
）
を
超
え
る
女
性
部
員
の
参
加
者
の
も
と
、

大
分
市
i
i
c
h
i
k
o
グ
ラ
ン
シ
ア
タ
と
大

分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
張
発
表
大
会
で
は
北

中
城
村
商
工
会
女
性
部
の
喜
屋
武
文
子
さ
ん
が

『
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
』
を

テ
ー
マ
に
、
県
代
表
と
し
て
堂
々
と
発
表
し
、

女
性
ら
し
さ
と
発
展
性
の
あ
る
活
動
内
容
の
主

張
を
繰
り
広
げ
、
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
2
日
目
の
研
修
会
で
は
『
心
の
力
が
す
べ
て

を
変
え
る
〜
創
業
の
秘
話
〜
』
を
テ
ー
マ
に
㈱

大
分
か
ら
あ
げ 

代
表
取
締
役 

川
邉
哲
也 

氏
と

『
伝
統
文
化
か
ら
学
ん
だ
こ
と
』
を
テ
ー
マ
に
㈱

筑
紫
亭 

代
表
取

締
役
社
長 

土
生

か
お
る 

氏
の
苦

労
し
た
体
験
談
を

交
え
た
講
演
が
あ

り
、
お
二
人
の
成

功
ス
ト
ー
リ
ー
に

参
加
者
は
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

03 02●商工会青年部・女性部　新人部員募集中
事業家として自らを見つめ直し、部員としての誇りと自信を持って、地域に根ざした活動の展開で更に事業所の発展を目指しませんか！

●商工会会員募集中　商工会は行きます。聞きます。提案します。
会員皆様のお知り合いの方で、まだ、商工会に加入されていない事業所の方がいらっしゃいましたら、ぜひお近くの市町村商工会へご紹介ください。



祝 ◇
◇
◇
◇
◇
◇

金武町商工会 平成２５年１０月　３日（木）「金武町中央公民館」　　
本部町商工会 平成２５年１１月２７日（水）「海の駅」
与那原町商工会 平成２５年１０月１８日（金）「与那原町社会福祉センター」
今帰仁村商工会 平成２５年１１月２２日（金）「今帰仁村商工会２Ｆホール」
嘉手納町商工会 平成２６年　２月１８日（火）「ロータリープラザ」
宜野湾市商工会 平成２５年１０月１７日（木）「ラグナガーデンホテル」　

商工会設立40周年記念式典

　
去
る
９
月
24
日（
火
）に
南
風
原
町
中
央
公
民

館
に
て
第
16
回「
あ
り
ん
く
り
ん
市
」特
産
品
コ

ン
テ
シ
ト（
審
査
委
員
長
：
宮
森
正
樹
沖
縄
国
際

大
学
教
授
）が
応
募
さ
れ
た
各
地
の
特
産
品
29
点

を
14
名
の
審
査
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
基
準
に
は
、
品
質
、
デ
ザ
イ
ン
、
ア
イ
デ
ィ

ア
が
求
め
ら
れ
、
年
々
レ
ベ
ル
の
高
い
商
品
に

仕
上
が
っ
て
お
り
、
ど
れ
も
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
優
れ
た
商
品
の
中
か
ら
審
査
結
果
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
厳
し
い
審
査
に
真
剣
に

対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　
受
賞
商
品
は
10
月
25
日（
金
）か
ら
３
日
間
開

催
さ
れ
る
第
16
回
特
産
品
フ
ェ
ア
ー「
あ
り
ん
く

り
ん
市
」の
会
場
で
表
彰
式
を
行
う
予
定
で
す
。

さ
〜
て
ど
の
商
品
が
受
賞
さ
れ
ま
す
で
し
ょ
う

か
。

商
工
会
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
！

〜
審
査
員
も
絶
賛
〜

 ミラサポとは、
中小企業庁の受託事業として中小企業・小規模事業者の未
来をサポートするＷＥＢサイトです。

●　　　　   ●  　　　　 ●

　ミラサポには、中小企業・小規模事業者とその支援を行
う支援機関・専門家の皆様のニーズに応じた２つの情報提
供の窓口があります。

○ミラサポＮＥＷＳ
経営の悩みに足しうる、専門
家や先輩経営者による生きた
アドバイスが受けられます。

※コミュニティや専門家派遣等、ミラサポを更に活用する場合は、
　会員登録（無料）が必要になります。

○支援ポータル
国や公的機関の支援情報・支
援施策をテーマ別／施策種類
別で簡単に入手することがで
きます。

『金武のタコライス』平成25年８月２日より新発売！
　ギネスブックにも認定された746㎏のジャンボタコライスを作ったタコライ
ス発祥の地“金武町”と、タコライス普及の一役を担った“沖縄ハム総合食品
㈱が「タコライスを通して観光を盛り上げたい」という気持ちで共同開発しまし
た。金武町商工会（会長　国場盛光）、タコライス店ソフトリィー、沖縄ハム
総合食品㈱でタコライス発祥の地金武町を、さらに、多くの方々に周知し、
観光に訪れていただくことを目的に「金武のタコライス」を開発、首都圏わした
ショップや県内観光土産品店で８月１日より新発売されています。
　「金武のタコライス」の開発にあたっては、商工会員の協力も得て、本場の
スパイシーな味を再現し、パッケージも沖縄をイメージするようなカラーに仕
上げ、お土産品としても、ご家族でも、手軽に味わえる商品となっています。
　また、この商品の売上の一部は金武町の子供たちの将来を支援する教育活

動に活用されます。
　タコライスを通じて沖縄の観光を盛
り上げ、沖縄県の金武町をアピールし、
地域活性化につなげ、今後は、全国の
まちの駅へ展開していく予定です。
年間売上目標は、20万個の１億円を
目指してます。

タコライスの町宣言！
ギネス
認定 !

お問い合わせ先
金武町商工会　098-968-2491

希望小売価格：500円
〈販売先〉

来て！見て！食べて！タコライス！in 金武

タコライス
世界一の町 あ れ か ら 40 年 ＝沖縄県商工会連合会設立40周年=

　本
部
町
は
、
日
本
一
早
咲
き
の
桜
の
名
所
で
知
ら
れ
る
八
重
岳
や
、

山
々
と
、
水
納
ビ
ー
チ
や
瀬
底
ビ
ー
チ
と
い
っ
た
国
内
有
数
の
透
明
度
を

誇
る
ビ
ー
チ
な
ど
、
風
光
明
媚
な
ま
ち
。

　美
し
い
自
然
と
と
も
に
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

◉
本
部
町
商
工
会

面
積
が
沖
縄
本
島
の
中
で
一
番
小
さ
い
町

　那
覇
│
与
那
原
間
に
沖
縄
県
で
初
め
て
の
軽
便
鉄
道
が
開
通
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
軽
便
鉄
道
に
因
ん
で
、
商
店
街
活
性
化
を
支

援
す
る
「
与
那
原
綱
が
る
軽
便
市
（
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
）
」
と
合
わ

せ
て
「
綱
が
る
与
那
原
ち
ゃ
ん
ぷ
る
〜
市
」
と
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
伝
統
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
海
辺
の
ま
ち
・
歴
史
と
文
化
を
活
か

し
て
地
域
の
活
性
化
を
支
援
し
ま
す
。

◉
与
那
原
町
商
工
会

県内：金武町内タコライス専門店（GATE１・ソ
フトリｲー・ニューフィリー）空港・イオン・
サンエーその他観光お土産品店 

県外：わしたショップ（直営店）・沖縄宝島

今
年
度
は
沖
縄
県
商
工
会
連
合
会
設
立
40
周
年
目
の
節
目
の
年
。

40
年
前
各
地
の
商
工
会
は
ど
ん
な
様
子
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

写
真
を
も
と
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

昭和 54年商工会通常総会
3代目城間元広会長 昭和 55年本部町商工会通常総会

25～30年前近くの青年部主催イベント
もちつき大会

25～30年近く前の商工会

昭和 48年９月　創立 20周年記念式典
初代商工会長　崎山宗徳氏

昭和 48年９月
創立 20周年記念商工パレード

昭和 54年５月　通常総会
第２代商工会長　吉野元博氏

昭和 54年８月
与那原町制 30周年記念商工祭り

説明する側も審査する側も真剣です
特産品コンテストの審査風景

05 04●「ネット de記帳」でらくらく経理
商工会からのサポートが受けられるので安心！

●エキスパート派遣事業
あなたの経営をサポート！専門家のアドバイスを受けてみませんか！
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間
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で
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特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
！

〜
審
査
員
も
絶
賛
〜

 ミラサポとは、
中小企業庁の受託事業として中小企業・小規模事業者の未
来をサポートするＷＥＢサイトです。

●　　　　   ●  　　　　 ●

　ミラサポには、中小企業・小規模事業者とその支援を行
う支援機関・専門家の皆様のニーズに応じた２つの情報提
供の窓口があります。

○ミラサポＮＥＷＳ
経営の悩みに足しうる、専門
家や先輩経営者による生きた
アドバイスが受けられます。

※コミュニティや専門家派遣等、ミラサポを更に活用する場合は、
　会員登録（無料）が必要になります。

○支援ポータル
国や公的機関の支援情報・支
援施策をテーマ別／施策種類
別で簡単に入手することがで
きます。

『金武のタコライス』平成25年８月２日より新発売！
　ギネスブックにも認定された746㎏のジャンボタコライスを作ったタコライ
ス発祥の地“金武町”と、タコライス普及の一役を担った“沖縄ハム総合食品
㈱が「タコライスを通して観光を盛り上げたい」という気持ちで共同開発しまし
た。金武町商工会（会長　国場盛光）、タコライス店ソフトリィー、沖縄ハム
総合食品㈱でタコライス発祥の地金武町を、さらに、多くの方々に周知し、
観光に訪れていただくことを目的に「金武のタコライス」を開発、首都圏わした
ショップや県内観光土産品店で８月１日より新発売されています。
　「金武のタコライス」の開発にあたっては、商工会員の協力も得て、本場の
スパイシーな味を再現し、パッケージも沖縄をイメージするようなカラーに仕
上げ、お土産品としても、ご家族でも、手軽に味わえる商品となっています。
　また、この商品の売上の一部は金武町の子供たちの将来を支援する教育活

動に活用されます。
　タコライスを通じて沖縄の観光を盛
り上げ、沖縄県の金武町をアピールし、
地域活性化につなげ、今後は、全国の
まちの駅へ展開していく予定です。
年間売上目標は、20万個の１億円を
目指してます。

タコライスの町宣言！
ギネス
認定 !

お問い合わせ先
金武町商工会　098-968-2491

希望小売価格：500円
〈販売先〉

来て！見て！食べて！タコライス！in 金武

タコライス
世界一の町 あ れ か ら 40 年 ＝沖縄県商工会連合会設立40周年=

　本
部
町
は
、
日
本
一
早
咲
き
の
桜
の
名
所
で
知
ら
れ
る
八
重
岳
や
、

山
々
と
、
水
納
ビ
ー
チ
や
瀬
底
ビ
ー
チ
と
い
っ
た
国
内
有
数
の
透
明
度
を

誇
る
ビ
ー
チ
な
ど
、
風
光
明
媚
な
ま
ち
。

　美
し
い
自
然
と
と
も
に
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

◉
本
部
町
商
工
会

面
積
が
沖
縄
本
島
の
中
で
一
番
小
さ
い
町

　那
覇
│
与
那
原
間
に
沖
縄
県
で
初
め
て
の
軽
便
鉄
道
が
開
通
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
軽
便
鉄
道
に
因
ん
で
、
商
店
街
活
性
化
を
支

援
す
る
「
与
那
原
綱
が
る
軽
便
市
（
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
）
」
と
合
わ

せ
て
「
綱
が
る
与
那
原
ち
ゃ
ん
ぷ
る
〜
市
」
と
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
伝
統
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
海
辺
の
ま
ち
・
歴
史
と
文
化
を
活
か

し
て
地
域
の
活
性
化
を
支
援
し
ま
す
。

◉
与
那
原
町
商
工
会

県内：金武町内タコライス専門店（GATE１・ソ
フトリｲー・ニューフィリー）空港・イオン・
サンエーその他観光お土産品店 

県外：わしたショップ（直営店）・沖縄宝島

今
年
度
は
沖
縄
県
商
工
会
連
合
会
設
立
40
周
年
目
の
節
目
の
年
。

40
年
前
各
地
の
商
工
会
は
ど
ん
な
様
子
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

写
真
を
も
と
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

昭和 54年商工会通常総会
3代目城間元広会長 昭和 55年本部町商工会通常総会

25～30年前近くの青年部主催イベント
もちつき大会

25～30年近く前の商工会

昭和 48年９月　創立 20周年記念式典
初代商工会長　崎山宗徳氏

昭和 48年９月
創立 20周年記念商工パレード

昭和 54年５月　通常総会
第２代商工会長　吉野元博氏

昭和 54年８月
与那原町制 30周年記念商工祭り

説明する側も審査する側も真剣です
特産品コンテストの審査風景

05 04●「ネット de記帳」でらくらく経理
商工会からのサポートが受けられるので安心！

●エキスパート派遣事業
あなたの経営をサポート！専門家のアドバイスを受けてみませんか！



　
藤
田
食
品
は
、
ス
イ
ー
ツ
菓
子
類
製
造

業
と
し
て
平
成
18
年
伊
平
屋
村
で
創
業
し

ま
し
た
。
創
業
当
時
は
妻
・
智
恵
子
さ
ん

が
経
営
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
藤
田
さ

ん
自
身
特
産
品
開
発
意
欲
が
旺
盛
で
離
島

フ
ェ
ア
2
0
0
8
に
試
作
中
の
「
黒
糖

キ
ャ
ラ
メ
ル
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
」
を
出
品

し
た
と
こ
ろ
、
優
良
特
産
品
優
秀
賞
を
受

賞
し
、
特
産
品
開
発
意
欲
に
ま
す
ま
す
拍

車
が
か
か
り
ま
し
た
。

ス
イ
ー
ツ
等
の
開
発
に
手
ご
た
え
を
得

た
藤
田
さ
ん
は
、
「
手
作
り
感
を
味
わ
え

る
島
ら
し
い
惣
菜
、
ス
イ
ー
ツ
、
パ
ン
を

作
り
、
島
の
住
民
に
提
供
し
た
い
」
と
一

念
発
起
、
漁
業
組
合
職
員
を
退
職
し
て

妻
・
智
恵
子
さ
ん
の
事
業
を
承
継
、
自
宅

の
一
部
を
改
装
し
、
島
の
ス
イ
ー
ツ
・
パ

ン
工
房
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

主
な
商
品
の
納
品
先
は
島
の
玄
関
口
・

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
あ
る
販
売
店
や

漁
協
直
売
店
で
す
が
、
住
民
に
自
社
の
商

品
を
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
小
中
学
校
を

中
心
に
移
動
販
売
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
自
社
商
品
の
認
知
度
が
高

ま
り
需
要
も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
自
宅

と
隣
り
合
わ
せ
の
工
房
で
は
手
狭
な
た
め

生
産
量
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
規
模
の
新
工
房
の
建
設
を
決
断
し
ま
し

た
。計

画
段
階
時
、
伊
平
屋
村
商
工
会
・
玉

城
指
導
員
よ
り
「
経
営
革
新
承
認
計
画
」

の
相
談
が
あ
り
経
営
計
画
策
定
の
重
要
性

と
と
も
に
経
営
資
源
を
見
直
す
好
機
と
判

断
し
、
計
画
申
請
を
実
行
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
特
に
苦
労
し
た

の
は
工
房
建
設
と
そ
れ
に
伴
う
資
金
調
達

で
し
た
。
最
終
的
に
村
が
建
設
す
る
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
内
へ
の
入
居
が
内
定
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
ま
で
投
資
コ
ス
ト
の
回
収

の
た
め
に
必
要
な
売
上
及
び
利
益
計
画
づ

く
り
を
数
回
繰
り
返
し
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
重
視
し
村

民
の
ニ
ー
ズ
合
う
商
品
の
選
定
を
再
検
討

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
努
力
の
甲
斐
も

あ
っ
て
、
９
月
に
無
事
、
経
営
革
新
承
認

計
画
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。平

成
22
年
か
ら
始
め
た
経
営
革
新
計
画

は
、
村
の
支
援
は
も
と
よ
り
商
工
会
の
経

営
支
援
を
受
け
、
様
々
な
視
点
か
ら
税
務
、

管
理
会
計
、
販
路
の
確
保
な
ど
、
自
社
の

問
題
や
課
題
の
見
え
る
化
が
で
き
て
と
て

も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
計
画
の
作

成
に
あ
た
り
数
々
の
ご
指
導
・
助
言
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
計

画
を
実
行
す
べ
く
全
力
で
走
り
始
め
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

顧
客
が
限
ら
れ
た
離
島
商
圏
に
お
い
て
、

事
業
の
多
角
化
を
要
求
さ
れ
る
経
営
革
新

承
認
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
観
光

客
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、
藤
田
さ
ん
の

事
業
を
支
援
す
る
多
賛
同
者
の
存
在
が
ポ

イ
ン
ト
と
踏
ま
え
計
画
策
定
の
支
援
を
し

て
参
り
ま
し
た
。
北
部
地
域
は
３
つ
の
離

島
商
工
会
が
あ
り
経
営
者
の
成
長
は
、
即

ち
離
島
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
直
接
的

効
果
が
あ
り
ま
す
。
本
件
を
通
し
て
経
営

者
と
商
工
会
指
導
員
、
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

計
画
的
、
か
つ
、
有
機
的
な
支
援
の
重
要

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

経
営
革
新
支
援

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
　西
浜
尚
登

藤
田
食
品 

経
営
革
新 

物
語

（
伊
平
屋
村
商
工
会
）

m
onogatari

代表者の藤田敦志さん（右）と玉城辰夫経営指導員（左）

去
っ
た
八
月
二
十
三
日
（
金
）
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
、
舞
台
、
映
画
で
大
活
躍
の
役
者
、
芸
人
、

マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
川
満
し
ぇ
ん
し
ぇ
〜
が
商
工
会

の
講
習
会
に
初
め
て
講
師
と
し
て
登
壇
、
消
費
税

転
嫁
対
策
に
つ
い
て
商
工
会
の
矢
尾
税
理
士
が
川

満
し
ぇ
ん
し
ぇ
〜
の
質
問
に
答
え
る
と
い
う
形
式

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
来
、
消
費
税
の
講
習
会
と
い
う
も
の
は
内
容

も
か
た
ぐ
る
し
く
、
あ
ま
り
面
白
く
な
い
講
習
会

が
多
い
の
で
す
が
、
今
回
は
川
満
し
ぇ
ん
し
ぇ
〜

が
会
場
の
皆
さ
ん
の
知
り
た
い
こ
と
を
、
面
白
お

か
し
く
質
問
し
、
矢
尾
税
理
士
が
そ
れ
に
答
え
る

と
い
う
、
よ
し
も
と
方
式
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に

一
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
特
に
面
白

か
っ
た
の
は
、
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
質
問
で
、

川
満
し
ぇ
ん
し
ぇ
〜
が
自
分
の
お
店
に
も
関
係
す

る
が
経
過
処
置
で
「
食
券
を
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
販
売
し
四
月
以
降
使
用
し
た
場
合
は
五
％
で
Ｏ

Ｋ
か
」
の
質
問
に
、
基
本
的
に
は
ダ
メ
な
こ
と
は

わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
矢
尾
税
理
士
が
よ
し
も

と
方
式
で
説
明
し
よ
う
と
し
、
困
っ
て
い
た
こ
と

で
し
た
。
矢
尾
税
理
士
の
困
っ
た
顔
に
会
場
か
ら

笑
い
の
渦
が
起
き
、
川
満
し
ぇ
ん
し
ぇ
〜
の
面
目

躍
如
で
し
た
。

　
良
く
講
習
会
で
見
か
け
る
の
は
知
ら
な
い
こ

と
を
知
っ
た
だ
け
で
も
う
出
来
た
よ
う
に
勘
違
い

す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
は
良
い
。
早
速

わ
が
社
で
も
取
り
入
れ
よ
う
と
考
え
て
導
入
し
て

も
ほ
と
ん
ど
失
敗
に
終
わ
り
ま
す
。
「
知
ら
な
い

こ
と
を
知
っ
た
だ
け
で
は
」
ま
だ
ま
だ
あ
と
五
つ

の
段
階
が
あ
り
ま
す
。
①
「
知
ら
な
い
こ
と
を
知

り
」
②
「
知
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
」
③
「
理

解
し
て
い
る
こ
と
を
出
来
る
よ
う
に
」
し
ま
す
。

さ
ら
に
④
「
出
来
る
こ
と
を
実
行
し
」
⑤
「
実
行

し
て
い
る
こ
と
を
続
け
」
⑥
「
続
け
て
い
る
こ
と

を
あ
た
り
ま
え
に
す
る
」
訓
練
を
必
ず
し
て
い
く

こ
と
で
す
。
そ
し
て
初
め
て
「
あ
た
り
ま
え
の
こ

と
を
あ
た
り
ま
え
に
」
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
」
と
は
経
営
の
原
理
原
則

の
こ
と
で
す
。
「
あ
た
り
ま
え
に
出
来
る
」
と
は

や
ら
な
い
と
気
持
ち
が
悪
い
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
商
工
会
で
は
皆
様
の
お
役
に
た
て

る
講
習
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
必
ず
自
社
に

持
ち
帰
り
④
以
降
の
訓
練
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
①
〜
③
で
出
来
な
い
と
き
は
商
工
会
に
聞
き

に
来
て
く
だ
さ
い
。
親
身
に
な
り
ご
相
談
に
乗
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

沖
縄
県
商
工
会
連
合
会
　
　
　
　
　
　

消
費
税
転
嫁
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

波
平
　
常
雄

「
川
満
し
ぇ
ん
し
ぇ
ー
」
に
お
手
伝
い
い
た
だ
い

た
セ
ミ
ナ
ー
で
言
い
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
、

ち
ょ
っ
と
語
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
の
税
率
ア
ッ
プ
を
目
前
と
し
た
消
費
税
に

つ
い
て
、
か
つ
て
平
成
９
年
に
消
費
税
率
が
３
％

か
ら
５
％
に
な
っ
た
折
、
そ
の
前
段
で
駆
け
込
み

需
要
が
あ
り
、
直
前
の
3
か
月
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

が
５
・
７
％
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
増
税
後
は
そ
の
反
動
で
し
ば
ら
く
マ
イ
ナ

ス
成
長
が
続
き
ま
し
た
。
今
回
も
、
そ
う
は
な
ら

な
い
と
は
だ
れ
も
言
え
ま
せ
ん
。
政
府
の
発
表
す

る
指
標
も
、
株
価
を
含
め
良
好
な
状
況
を
示
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
も
「
駆
け
込
み
需
要
」

の
表
れ
か
も
知
れ
な
い
の
で
す
。
も
し
そ
う
で
あ

る
な
ら
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
よ
く

な
さ
そ
う
な
状
況
を
迎
え
撃
つ
た
め
に
、
私
た
ち

は
何
を
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

不
景
気
の
と
き
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
、
つ
ま
り
現

金
が
あ
る
か
な
い
か
で
企
業
の
命
運
は
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
借
入
を
で
き
る
だ
け
お
さ
え
て
、
利
益

の
確
保
、
特
に
「
粗
利
（
あ
ら
り
）
」
の
確
保
に
努
め

て
い
く
こ
と
で
現
金
を
キ
ー
プ
し
て
お
く
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
消
費
税
の
対
策
は
も
と
よ
り
、

も
っ
と
根
源
的
に
、
経
営
内
容
を
洗
い
直
し
、
問

題
点
・
改
善
点
を
見
出
し
、
果
敢
に
そ
れ
を
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
涵
養
で
し
ょ
う
。
価
格
の
設
定
、

商
品
開
発
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経
営
、
限
界
利

益
の
確
保
、
借
入
金
の
圧
縮
、
経
営
改
善
計
画
、

短
期
及
び
長
期
の
経
営
計
画
の
策
定
、
そ
し
て
そ

の
基
礎
と
な
る
し
っ
か
り
と
し
た
経
理
、
や
る
こ

と
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
大
変
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら

実
践
し
て
い
く
こ
と
で
、
少
し
で
も
今
後
や
っ
て

く
る
荒
波
に
打
ち
勝
て
る
力
と
な
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
自
ら
の
状
況
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
現
状
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
に
し
て
い
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

税
理
士
　
矢
尾
直
稔

ち
�
�
す
が 

税
務

ち
�
�
す
が 

税
務

連
合
会
支
援
課 

税
理
士
　矢
尾
直
稔税理士　矢尾直稔

八重山日報掲載記事 八重山毎日新聞掲載記事

マルチタレント　川満しぇんしぇー

スーパーバイザー
西浜尚登

消
費
税
対
策
は

ど
う
す
る
べ
き
？

ど
う
す
る
べ
き
？

石
垣
市
商
工
会
で
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た

消
費
税
転
嫁
対
策
講
習
会
開
催

準
備
を
万
全
に
し
て
、
消
費
税
率
ア
ッ
プ
を
、

迎
え
撃
ち
ま
し
ょ
う
。

支
援
を
通
し
て
見
え
た
も
の

こ
れ
か
ら
の
経
営
へ
の

　
　意
！
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藤
田
食
品
は
、
ス
イ
ー
ツ
菓
子
類
製
造

業
と
し
て
平
成
18
年
伊
平
屋
村
で
創
業
し

ま
し
た
。
創
業
当
時
は
妻
・
智
恵
子
さ
ん

が
経
営
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
藤
田
さ

ん
自
身
特
産
品
開
発
意
欲
が
旺
盛
で
離
島

フ
ェ
ア
2
0
0
8
に
試
作
中
の
「
黒
糖

キ
ャ
ラ
メ
ル
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
」
を
出
品

し
た
と
こ
ろ
、
優
良
特
産
品
優
秀
賞
を
受

賞
し
、
特
産
品
開
発
意
欲
に
ま
す
ま
す
拍

車
が
か
か
り
ま
し
た
。

ス
イ
ー
ツ
等
の
開
発
に
手
ご
た
え
を
得

た
藤
田
さ
ん
は
、
「
手
作
り
感
を
味
わ
え

る
島
ら
し
い
惣
菜
、
ス
イ
ー
ツ
、
パ
ン
を

作
り
、
島
の
住
民
に
提
供
し
た
い
」
と
一

念
発
起
、
漁
業
組
合
職
員
を
退
職
し
て

妻
・
智
恵
子
さ
ん
の
事
業
を
承
継
、
自
宅

の
一
部
を
改
装
し
、
島
の
ス
イ
ー
ツ
・
パ

ン
工
房
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

主
な
商
品
の
納
品
先
は
島
の
玄
関
口
・

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
あ
る
販
売
店
や

漁
協
直
売
店
で
す
が
、
住
民
に
自
社
の
商

品
を
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
小
中
学
校
を

中
心
に
移
動
販
売
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
自
社
商
品
の
認
知
度
が
高

ま
り
需
要
も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
自
宅

と
隣
り
合
わ
せ
の
工
房
で
は
手
狭
な
た
め

生
産
量
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
規
模
の
新
工
房
の
建
設
を
決
断
し
ま
し

た
。計

画
段
階
時
、
伊
平
屋
村
商
工
会
・
玉

城
指
導
員
よ
り
「
経
営
革
新
承
認
計
画
」

の
相
談
が
あ
り
経
営
計
画
策
定
の
重
要
性

と
と
も
に
経
営
資
源
を
見
直
す
好
機
と
判

断
し
、
計
画
申
請
を
実
行
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
特
に
苦
労
し
た

の
は
工
房
建
設
と
そ
れ
に
伴
う
資
金
調
達

で
し
た
。
最
終
的
に
村
が
建
設
す
る
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
内
へ
の
入
居
が
内
定
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
ま
で
投
資
コ
ス
ト
の
回
収

の
た
め
に
必
要
な
売
上
及
び
利
益
計
画
づ

く
り
を
数
回
繰
り
返
し
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
重
視
し
村

民
の
ニ
ー
ズ
合
う
商
品
の
選
定
を
再
検
討

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
努
力
の
甲
斐
も

あ
っ
て
、
９
月
に
無
事
、
経
営
革
新
承
認

計
画
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。平

成
22
年
か
ら
始
め
た
経
営
革
新
計
画

は
、
村
の
支
援
は
も
と
よ
り
商
工
会
の
経

営
支
援
を
受
け
、
様
々
な
視
点
か
ら
税
務
、

管
理
会
計
、
販
路
の
確
保
な
ど
、
自
社
の

問
題
や
課
題
の
見
え
る
化
が
で
き
て
と
て

も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
計
画
の
作

成
に
あ
た
り
数
々
の
ご
指
導
・
助
言
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
計

画
を
実
行
す
べ
く
全
力
で
走
り
始
め
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

顧
客
が
限
ら
れ
た
離
島
商
圏
に
お
い
て
、

事
業
の
多
角
化
を
要
求
さ
れ
る
経
営
革
新

承
認
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
観
光

客
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、
藤
田
さ
ん
の

事
業
を
支
援
す
る
多
賛
同
者
の
存
在
が
ポ

イ
ン
ト
と
踏
ま
え
計
画
策
定
の
支
援
を
し

て
参
り
ま
し
た
。
北
部
地
域
は
３
つ
の
離

島
商
工
会
が
あ
り
経
営
者
の
成
長
は
、
即

ち
離
島
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
直
接
的

効
果
が
あ
り
ま
す
。
本
件
を
通
し
て
経
営

者
と
商
工
会
指
導
員
、
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

計
画
的
、
か
つ
、
有
機
的
な
支
援
の
重
要

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

経
営
革
新
支
援

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
　西
浜
尚
登

藤
田
食
品 

経
営
革
新 

物
語

（
伊
平
屋
村
商
工
会
）

m
onogatari

代表者の藤田敦志さん（右）と玉城辰夫経営指導員（左）

去
っ
た
八
月
二
十
三
日
（
金
）
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
、
舞
台
、
映
画
で
大
活
躍
の
役
者
、
芸
人
、

マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
川
満
し
ぇ
ん
し
ぇ
〜
が
商
工
会

の
講
習
会
に
初
め
て
講
師
と
し
て
登
壇
、
消
費
税

転
嫁
対
策
に
つ
い
て
商
工
会
の
矢
尾
税
理
士
が
川

満
し
ぇ
ん
し
ぇ
〜
の
質
問
に
答
え
る
と
い
う
形
式

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
来
、
消
費
税
の
講
習
会
と
い
う
も
の
は
内
容

も
か
た
ぐ
る
し
く
、
あ
ま
り
面
白
く
な
い
講
習
会

が
多
い
の
で
す
が
、
今
回
は
川
満
し
ぇ
ん
し
ぇ
〜

が
会
場
の
皆
さ
ん
の
知
り
た
い
こ
と
を
、
面
白
お

か
し
く
質
問
し
、
矢
尾
税
理
士
が
そ
れ
に
答
え
る

と
い
う
、
よ
し
も
と
方
式
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に

一
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
特
に
面
白

か
っ
た
の
は
、
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
質
問
で
、

川
満
し
ぇ
ん
し
ぇ
〜
が
自
分
の
お
店
に
も
関
係
す

る
が
経
過
処
置
で
「
食
券
を
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
販
売
し
四
月
以
降
使
用
し
た
場
合
は
五
％
で
Ｏ

Ｋ
か
」
の
質
問
に
、
基
本
的
に
は
ダ
メ
な
こ
と
は

わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
矢
尾
税
理
士
が
よ
し
も

と
方
式
で
説
明
し
よ
う
と
し
、
困
っ
て
い
た
こ
と

で
し
た
。
矢
尾
税
理
士
の
困
っ
た
顔
に
会
場
か
ら

笑
い
の
渦
が
起
き
、
川
満
し
ぇ
ん
し
ぇ
〜
の
面
目

躍
如
で
し
た
。

　
良
く
講
習
会
で
見
か
け
る
の
は
知
ら
な
い
こ

と
を
知
っ
た
だ
け
で
も
う
出
来
た
よ
う
に
勘
違
い

す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
は
良
い
。
早
速

わ
が
社
で
も
取
り
入
れ
よ
う
と
考
え
て
導
入
し
て

も
ほ
と
ん
ど
失
敗
に
終
わ
り
ま
す
。
「
知
ら
な
い

こ
と
を
知
っ
た
だ
け
で
は
」
ま
だ
ま
だ
あ
と
五
つ

の
段
階
が
あ
り
ま
す
。
①
「
知
ら
な
い
こ
と
を
知

り
」
②
「
知
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
」
③
「
理

解
し
て
い
る
こ
と
を
出
来
る
よ
う
に
」
し
ま
す
。

さ
ら
に
④
「
出
来
る
こ
と
を
実
行
し
」
⑤
「
実
行

し
て
い
る
こ
と
を
続
け
」
⑥
「
続
け
て
い
る
こ
と

を
あ
た
り
ま
え
に
す
る
」
訓
練
を
必
ず
し
て
い
く

こ
と
で
す
。
そ
し
て
初
め
て
「
あ
た
り
ま
え
の
こ

と
を
あ
た
り
ま
え
に
」
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
」
と
は
経
営
の
原
理
原
則

の
こ
と
で
す
。
「
あ
た
り
ま
え
に
出
来
る
」
と
は

や
ら
な
い
と
気
持
ち
が
悪
い
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
商
工
会
で
は
皆
様
の
お
役
に
た
て

る
講
習
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
必
ず
自
社
に

持
ち
帰
り
④
以
降
の
訓
練
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
①
〜
③
で
出
来
な
い
と
き
は
商
工
会
に
聞
き

に
来
て
く
だ
さ
い
。
親
身
に
な
り
ご
相
談
に
乗
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

沖
縄
県
商
工
会
連
合
会
　
　
　
　
　
　

消
費
税
転
嫁
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

波
平
　
常
雄

「
川
満
し
ぇ
ん
し
ぇ
ー
」
に
お
手
伝
い
い
た
だ
い

た
セ
ミ
ナ
ー
で
言
い
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
、

ち
ょ
っ
と
語
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
の
税
率
ア
ッ
プ
を
目
前
と
し
た
消
費
税
に

つ
い
て
、
か
つ
て
平
成
９
年
に
消
費
税
率
が
３
％

か
ら
５
％
に
な
っ
た
折
、
そ
の
前
段
で
駆
け
込
み

需
要
が
あ
り
、
直
前
の
3
か
月
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

が
５
・
７
％
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
増
税
後
は
そ
の
反
動
で
し
ば
ら
く
マ
イ
ナ

ス
成
長
が
続
き
ま
し
た
。
今
回
も
、
そ
う
は
な
ら

な
い
と
は
だ
れ
も
言
え
ま
せ
ん
。
政
府
の
発
表
す

る
指
標
も
、
株
価
を
含
め
良
好
な
状
況
を
示
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
も
「
駆
け
込
み
需
要
」

の
表
れ
か
も
知
れ
な
い
の
で
す
。
も
し
そ
う
で
あ

る
な
ら
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
よ
く

な
さ
そ
う
な
状
況
を
迎
え
撃
つ
た
め
に
、
私
た
ち

は
何
を
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

不
景
気
の
と
き
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
、
つ
ま
り
現

金
が
あ
る
か
な
い
か
で
企
業
の
命
運
は
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
借
入
を
で
き
る
だ
け
お
さ
え
て
、
利
益

の
確
保
、
特
に
「
粗
利
（
あ
ら
り
）
」
の
確
保
に
努
め

て
い
く
こ
と
で
現
金
を
キ
ー
プ
し
て
お
く
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
消
費
税
の
対
策
は
も
と
よ
り
、

も
っ
と
根
源
的
に
、
経
営
内
容
を
洗
い
直
し
、
問

題
点
・
改
善
点
を
見
出
し
、
果
敢
に
そ
れ
を
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
涵
養
で
し
ょ
う
。
価
格
の
設
定
、

商
品
開
発
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経
営
、
限
界
利

益
の
確
保
、
借
入
金
の
圧
縮
、
経
営
改
善
計
画
、

短
期
及
び
長
期
の
経
営
計
画
の
策
定
、
そ
し
て
そ

の
基
礎
と
な
る
し
っ
か
り
と
し
た
経
理
、
や
る
こ

と
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
大
変
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら

実
践
し
て
い
く
こ
と
で
、
少
し
で
も
今
後
や
っ
て

く
る
荒
波
に
打
ち
勝
て
る
力
と
な
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
自
ら
の
状
況
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
現
状
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
に
し
て
い
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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消
費
税
対
策
は

ど
う
す
る
べ
き
？

ど
う
す
る
べ
き
？

石
垣
市
商
工
会
で
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た

消
費
税
転
嫁
対
策
講
習
会
開
催

準
備
を
万
全
に
し
て
、
消
費
税
率
ア
ッ
プ
を
、

迎
え
撃
ち
ま
し
ょ
う
。

支
援
を
通
し
て
見
え
た
も
の

こ
れ
か
ら
の
経
営
へ
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07 06●消費税の相談は　商工会へＧＯ！
消費税転嫁対策相談窓口

●中小企業・小規模事業者ビジネス創業等支援事業 ～支援ポータルサイトが立ち上がりました。～　
　中小企業診断士、税理士や弁護士、公認会計士、司法書士、社会保険労務士、等の専門家に直接ご相談できる機会を設けています。（専門家派遣事業）
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沖縄県商工会連合会 会報誌

ご
当
地

市町村商工会に「円安による相談窓口」を設置
　円安傾向が続く中、沖縄県商工会連合会では、去った９月４日付けで、
市町村商工会に「円安による相談窓口」を設置し、地域の中小小規模企業
の円安による経営相談に随時対応できる体制をとりました。
　これは、円安により原油・原材料の価格高騰による中小小規模企業の経
営悪化が懸念され、全国に先駆けて設置したもので、各企業へは、気軽に
相談をされるよう呼びかけています。（相談無料・秘密厳守致します）

九州ブロック経営支援事例発表大会九州ブロック経営支援事例発表大会

“最優秀賞”受賞“最優秀賞”受賞
テーマ「経営支援業務について」テーマ「経営支援業務について」

感想抱負
　多くの方々から激
励、応援頂き、九州大
会では大変心強く発表
することができまし
た。誠にありがとうご
ざいました。　沖縄県
の職員が日常的に行っている商工会業務が、九
州の皆様に評価されたことを大変うれしく思う
と同時に、会員の皆様に「より満足のいく商工
会サポート」を提供できるよう、改めて気が引
き締まった瞬間でした。
　全国大会では、少しでも会場の方々の心に残
る発表になるよう頑張ります。皆様応援宜しく
お願い致します。

商工会は

行 き ま す。

聞 き ま す。

提案します。

　商工会の運営を支え、事業活動の推進力になるの
は会員の皆さまです。また、地域の発展、地域商工
業の活性化等、充実した事業を展開していくためにも
組織の拡充強化が必要不可欠です。
　会員の皆さまのお知り合いの方で、まだ、商工会
に加入されていない事業所の方がいらっしゃいました
ら、ぜひ、お近くの市町村商工会へご紹介下さい。「地
域経済に新たな活気を！」

c o n t e n t s

02

03
04

●沖縄県商工会連合会設立40周年記念事業
「地域活性化サミット」を開催!!
●青年部だより・女性部だより
●あれから40年＝沖縄県商工会連合会＝

05

06
07

●金武町タコライス
　特産品コンテスト
●経営革新物語
●消費税対策はどうするべき？

ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合

!!
産業まつり同時開催
（第2会場芝生広場横駐車場）

円安による影響対策相談窓口

商工会へＧо！
円安による経営の相談は

商工会は行きます　聞きます　提案します

相談無料
秘密厳守

商工会のプライバシーポリシー

豊見城市商工会　補助員　島仲久美子

     平成 25年度 九州商工会職員合同研修会が開催されました。


